
 

明治３３年４月（１９００） 山口県水産試験場を設立（大津郡仙崎）し、同年 10 月、業務開始 

                山口県水産講習所を設立（佐波郡中関） 

明治３８年  （１９０５）  山口県水産講習所を水産試験場に合併 

大正 ３年  （１９１４）  試験船 日新丸、１０トン（１２馬力）を建造 

大正 ６年  （１９１７）  試験船 仙鶴丸、３９トン（５０馬力）を建造 

大正１０年  （１９２１）  山口県水産試験場瀬戸内海分場を防府町三田尻に設立 

大正１５年  （１９２６）  試験船長周丸、５８トン（１００馬力）を建造 

昭和１１年  （１９３６）  淡水分場を佐波郡島地村に設置 

昭和１３年  （１９３８）  水上飛行機による魚群探査を開始し基地は仙崎町小浜 

昭和１９年  （１９４４）  瀬戸内海分場を山口県水産指導所と改称 

昭和２４年  （１９４９）  試験船 青海島丸、２５トン（８０馬力）を建造 

昭和２６年  （１９５１）  機構改革により、山口県外海水産試験場、山口県内海水産試験場と改称 

内海水産試験場を山口市秋穂二島に新築移転 

昭和２７年  （１９５２）  県営小野養魚場を厚狭郡小野村（現宇部市小野区）に設置 

昭和２９年  （１９５４）  県営養鱒場を秋芳町別府に設置 

外海水産試験場に水産展示館（１２９㎡）を新築 

昭和３３年  （１９５８）  機構改革により総務係、調査研究係、普及指導係を制定 

昭和３６年  （１９６１）  調査兼取締船 黒潮丸（２０５トン）を建造 

昭和３７年  （１９６２）  黒潮丸によりセイロン・インド海域の漁業調査を実施 

昭和３８年  （１９６３）  外海水産試験場の機構を漁業科、水産増殖科、水産加工科に改称 

昭和４１年  （１９６６）  指導船 若潮丸（２２トン、９０馬力）を建造 

昭和４２年  （１９６７）  外海水産試験場に外洋生物研究室（１５２㎡）を長門市仙崎青海に新築 

昭和４７年  （１９７２）  外海水産試験場を現在地（長門市仙崎大泊）に新築移転 

昭和４９年  （１９７４）  外海水産試験場に貝類種苗供給施設を新築し、アワビ種苗生産を開始 

昭和５０年  （１９７５）  調査船 黒潮丸（１４９トン、８５０馬力）代船建造 



昭和５４年  （１９７９）  内海水産試験場を現在地（山口市秋穂二島）に新築移転 

昭和５５年  （１９８０）  調査船 若潮丸（３３トン、２００馬力）代船建造 

平成 元年  （１９８９）  バイオテクノロジー棟設置 

平成 ４年  （１９９２）  外海水産試験場に水産加工技術センターを開所 

平成 ５年  （１９９３）  調査船 くろしお（１１９トン、１０００馬力）、第２くろしお（１６トン、５００馬力） 

代船建造 

平成 11 年 4 月(1999)   外海水産試験場、内海水産試験場を統合し、「山口県水産研究センター」に 

改組し、それぞれ外海研究部、内海研究部に名称変更 

平成１2 年 10 月(2000)  山口県水産研究センター設立１００周年記念式典挙行 

平成１8 年 4 月 (2006)  水産部と農林部が統合し、農林水産部に改組 

平成 28 年    (2016)  調査船 かいせい（１２５トン、１，０３０ｋｗ）代船建造 


